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 うなぎを食べる会 開催  
～ちょっと古い？夏の歌を聴きながら～

 

 ８月２９日（土）、ここ数年の夏の恒例行事「うなぎを食べ

る会」を開催しました。 

 この日は少し涼しい日でしたが、しおさいの厨房で調理した

うな丼，天丼と職員が提供してくれたスイカを、１９８０年代

にヒットした夏の歌が収められたＣＤを聴きながらおいしく頂

きました。 

ちなみに食事中にかかった曲は、「君は天然色」大滝詠一、

「夏の扉」松田聖子、「め組のひと」ラッツ＆スター、「ふた

りの愛ランド」石川優子とチャゲ、「夏の終わりのハーモニ

ー」井上陽水・安全地帯、「夏のクラクション」稲垣潤一、

「ガラス越しに消えた夏」鈴木雅之などです。歌謡曲黄金時代

の昭和世代には聞きなじんだ曲ばかりでした。 
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公益財団法人ＪＫＡ助成 

トヨタ・ノア納車 
 

 ２０２６年度分として申請していた「８人乗りのミニバン購入」（補助率：３／４）が春頃

に認められ、購入に向けた準備を進めて来ましたが、９月１５日（火）に納車されました。 

 購入したノアは、ハイブリット車（総排気量１７９７㏄の直列４気筒ガソリンエンジンと電

動モーターで走る）なので約２４㎞／ℓ（カタログ値）と燃費は経済的です。 

 ９月２４日（木）から本格的に送迎車として利用を開始しましたが、行事なども含めて末永

く頑張ってもらいましょう。よろしくね！！。 

 尚、ノアの導入に伴い、１２年半の間パンの運搬や送迎等に使用してきたプロボックスは、

老朽化が目立ってきたためディーラーに引き取って頂きました。今までありがとう！！！。 

※公益財団法人ＪＫＡ(Japan Keirin Autorace foundation ｼﾞｬﾊﾟﾝ ｹｲﾘﾝ ｵｰﾄﾚｰｽ ﾌｧｳﾝﾃﾞｲｼｮﾝ) 
平成１９年に設立された公営競技の競輪とオートレースを統括する団体。その収益は、競技を開催する地方自治体の財政 

 の健全化に役立てられるだけではなく、自転車・小型自動車その他の機械の改良及び輸出の振興、機械工業の合理化並びに 
体育事業その他の公益の増進を目的とする事業の振興に寄与する形で社会に還元する。 

 

 
 

地震避難訓練実施 
  

９月１０日（土）、地震避難訓練を実施しました。午前１０時に地震が発生したという想定で、緊急地

震速報の音と共にテーブル下へ入り込みました。約３０秒後、地震が収まったことを告げる合図で全員

が駐車場へ避難しました。この間、担当職員が面談室やトイレなどに逃げ遅れた人がいないか声を出し

て確認しました。点呼後、管理者の田村さんから“こうした訓練を行うことによって、いざという時に

役立ちますので、訓練だからと気を抜かすに行うことが大切です”とのお話しがありました。 

 ～編集後記～  
  今号の２面でも書きましたが、公益財団法人ＪＫＡの助成により、８人乗りの車を購入することが出来ました。しさい

ではこれまでも、平成２５年に軽のワンボックス車<既に廃車>(日本財団)、平成２９年に軽トラック(中山馬主協会)を各団

体の助成金によって購入することが出来ました。また、令和４年には同じ中山馬主協会の助成で、書類を細かく裁断する

シュレッダーも購入しました。趣味や遊びで競馬，競輪，オートレース(バイク)などで使われたお金の一部がこのような

形で配分されることは、私たちのような法人や団体にとってはとても有難く貴重なことです。心より御礼申し上げます。 
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